
2025年 3月 23日一部抜粋 

無痛分娩マニュアル 

 

・LDR に産婦を移動させ、帽子をかぶってピンク防水シーツを敷いた分娩台に横になって

もらい、NSTモニターと血圧計を装着する。 

 ※血圧測定は、カテーテル挿入後 10 分までは 2.5 分間隔とし、その後 15 分間隔に設

定する。 

産婦の病衣を右側のみ脱衣し左側臥位をとる。 

・エアコン、換気を止め、硬膜外セットを開く。綿球シャーレと薬杯をトレイから出し、

トレイ内に針類を落としていく。シャーレにヘキザックアルコール、医師またはスタッフ

とWチェック後薬杯に生食20cc を入れる。 

※綿球シャーレと薬杯の位置は離しておく（薬杯に消毒液が入らないように） 

 例）薬杯はトイレの中、シャーレはトレイの外 

※アルコール禁の場合はイソジンを使用する。 

 

・産婦の体勢を整える。分娩台を水平にし、分娩台と産婦の背中が垂直になるようにし、

また産婦の体を抱え込むように背中を湾曲させる。腹緊計をはずし、ベルトとショーツを

下げる。 

・血圧を読み上げる。血圧80以下の場合、医師へ報告しエフェドリン準備を確認する。 

・カテーテル挿入時間、部位、深さを記録する。 

 

・カテーテル挿入後、テープで固定し産婦を仰臥位に戻し着衣を行う。 

・医師がコールドテストを行い、麻酔レベルを確認し、テストドーズを行う。 

・医師がPCAの間欠注入を開始する。 

 分娩の進行具合によってキシロカイン使用するか、PCAドーズ注入するかは決める。 

・産婦の胸元にピンパッド貼付しカテーテル固定する。（抜針予防） 

・黄キャップ、透明キャップを無痛薬剤入れにて保管する。 

 

以下余白 

 


